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　市民の皆さんの行政全般に対する意向・要望など
を把握して市政に反映させるため、市民意識調査を
実施しました。その結果がまとまりましたので概要
をお知らせします。

　　住み心地
　上尾市の住み心地は｢住みよい｣が61．３㌫、｢住みにくい｣が
３．３㌫で｢住みよい｣の割合は平成10年の調査以降、上昇して
います（図₁参照）。｢住みにくい｣の割合は年代が上がるほど
その割合が低くなります。
　また上尾市に今後も｢住みたいと思う｣が62．８㌫を占め、定
住の意向は全体的に高く、平成10年の調査以降、₆割を超え
る水準を保っています。この割合は年代が上がるほど大きく
なる傾向にあります。

　　まちづくりの重点分野
　上尾市をもっと住み続けたいまちにするための重点分野
（二つまで回答）は｢保健や医療、福祉の充実などにより、安
心な暮らしのまちを目指すこと｣が５2．0㌫で最も多く、これ
に｢道路や交通、公共施設の充実などにより、便利なまちを
目指すこと｣が４1．1㌫で続いています（図₂参照）。

　　自転車のまち
　自転車のまちづくりに関する認知状況は、｢知っている｣の
割合に差がみられ、高年齢層では比較的認知度が高く、若い
世代での認知度が低い結果になりました。今後さらに自転車
のまちづくりを推進していくためには、若い世代が参加した
くなるような安全講習会の開催など、効果的な施策・事業の
展開が課題といえます。

　　省エネ活動
　省エネルギー化のために今後進めていきたい、または行っ
ている省エネ活動は｢太陽光発電パネルの設置｣が３７．0㌫、
｢省エネ住宅への改修｣が2７．1㌫と比較的高く、自然エネル
ギーへの関心や、省エネ活動への意識が高まっているとみら
れます。

●調査の概要
◦調査地域：上尾市全域
◦�調査対象者：�上尾市に在住する18歳以上の市民

3,000人を、住民基本台帳より地区
バランスを考慮して無作為に抽出

◦調査時期：平成25年12月
◦調査方法：郵送による配布と回収
◦回収状況：有効回収数1,553票
　　　　　　（有効回収率51.8㌫）

図１ 住み心地
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図2 まちづくりの重点分野 総数=1553（複数回答） （%）
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とき ところ 対象 費用・金額　※記載のないものは「無料」 定員 持ち物内容
申し込み　※記載のないものは「当日、直接会場へ」 問い合わせ

　　産　　業
　産業の力を高めるための重点方策は｢地場産業の育成｣｢上尾産の農産物や土産品を一括で扱う店舗の設置｣がともに2８．6
㌫で最も割合が高く、次いで｢商店街や個人商店の活性化促進｣｢大型・中型店舗の誘致、ショッピングセンターの形成｣が
続きます。また、｢中小企業の経営支援｣や「幹線道路沿いへの企業誘致」なども一定の割合を示しています。

　　健康づくり
　健康については｢生活習慣病予防｣｢運動｣｢インフルエンザなど
の流行の病気の情報｣などへの関心が高くなっています（図₃参
照）。｢生活習慣病予防｣｢運動｣では男性の関心が高く、｢インフル
エンザなどの流行の病気の情報｣｢栄養・食生活｣では女性の関心
が高い結果となりました。

　　福　　祉
　障害に対する理解を広めるために必要なものとして｢学校での
福祉教育｣が6７．6㌫、｢職場での障害者体験就労の受け入れ｣が３９．
４㌫と多く、実体験としてより身近に感じることが大切であると
の認識が高くなっています。
　高齢化社会に対応した取り組みに必要なものでは｢介護予防事
業の普及・啓発｣が４８．３㌫、｢高齢者専用住宅や特別養護老人ホー
ムなどの施設の充実｣が４７．6㌫と高い割合となっています。
　充実が必要な少子化対策・子育て支援については、｢保育所（認
定こども園）などの整備（待機児童の解消を含む）｣が6５．７㌫と高く
なっており、よりいっそう仕事と子育てが両立できる体制整備が
望まれています。

　　災害・防犯対策
　災害に備えるための重点施策として特に力を入れてほしいこと
については、₆割近くの人が｢電気・ガス・水道などのライフラ
インの確保｣｢食料や支援物資の調達｣を挙げています（表１参照）。
　地域の防犯対策で望むことは、｢防犯灯の増設｣や｢防犯パトロー
ルカーによるパトロールの強化｣など、防犯環境や体制の整備といっ
た直接的な対策を求める割合が高くなっています。

　　生涯学習・スポーツ
　現在行っている生涯学習活動は、「健康に関するもの」が３0．0㌫、「趣味や芸術に関するもの」が21．6㌫と比較的多く挙げ
られています。現在は行っていないが、今後学びたいという意向が強いものは、ボランティア活動や国際交流・国際理解
に関するものになっています。
　過去₁年間の運動頻度では、約₅割の人が比較的頻繁に運動を行っていますが、₄人に₁人は全く行わなかったと回答
しています。運動を行わなかった理由として、若い世代は忙しくて時間がない、高年齢層は健康上の理由を挙げる割合が
高くなっています。

　　協働のまちづくり
　協働のまちづくりに必要なこととして、｢行政情報の公開｣や｢積
極的な情報提供｣｢行政との対話の場｣といった項目に次いで｢市民
自らがまちづくりを考え、行動する意識を持つこと｣が多く挙げ
られ、まちづくりへのより主体的な関わり方が意識されてきてい
ることがうかがえます（表₂参照）。

　今回の調査結果は、『第₅次上尾市総合計画後期基本計画』などの基礎資料にする他、今後の市政運営の参考とします。

図3 関心ある健康関連情報 総数=1553（複数回答）
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表１ 災害に備えるための重点施策

₁位 電気・ガス・水道などのライフライン
の確保 58.1％

₂位 食料や支援物資の調達 57.4％

₃位 避難所（路）の整備と周知 47.3％

₁位 行政情報の公開を進め、市民に積極的
に提供していくこと 41.2％

₂位 市民の意向を行政が直接聞く機会を増
やすこと 34.1％

₃位 市民自身が自らまちづくりを考え、行
動する意識を持つこと 23.6％

表 ₂ 協働のまちづくりに必要なこと （複数回答）
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